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※本 例 および記載内容の 次利用 禁止

周辺の生態系 意識 計画

建設前 木々 生い茂 敷地 あ 東京都 指定 希

少植物 生息 地域 あ 学内 イン通路

あ ーン通 計画建物 側 地元 方

親 い 桜並木 あ

計画 極力既存 樹木 残 う 計画建物

干渉 う桜 い 移植 行う等 既存 生態

系 保全 行う様 心 け

Q3. 1. 生物環境の保全 創出 希少樹木の保護 既存緑地の維持

Q3. 2. 景観への配慮 周辺緑地 溶け込 ュ ンスケ の建物

１R1.2. 自然エネ 利用 自然換気 の採用

１R2.2. 非再生性資源の使用量削減 木構造の採用、内装の木質化

A. 環境配慮 イン B. 省エネ 省（O2技術 （. 各種制度活用 ）. 評価技術／FB

E. ュ ア F. 長寿命化 G. 建物基本性能確保 H. 生産 施工 の連携

I. 周辺 地域への配慮 J. 生物多様性 K. その
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国際基督教大学 新体育施設

森に囲まれた木の体育館
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緑 豊 知 国 基督教大学 以 I（U キャン

森 中 木 優 く柔 体育館 イン 森

中 ニ ー 木 屋根 舞い降 う 形状

表現 内部 用途 要請 応 多様 空間

用意 空間 性能 キャ ター 表現

最適 木造 採用 木構造 表 部分 準耐火建

築物 間 R（ 出来 耐火建築物 挟 込

分棟扱い い

一 建物 あ 便宜 棟 分け い ン

ン ロ ー 講義室 小 タ 併設 ン ン

棟 学生 教職員 利用 ー 棟 階部分 ンニン コ

ー 設置 体育館 あ インコー 棟

棟 特性 わせ 異 種 屋根 木造架構計画 行

豊 木々 景観 生 ュー ン ー 意

識 分節 建物計画 い

エン ンス棟

人々 迎え入 ン ン 棟 屋根 LVL V型折 構造

い V型 折 LVL 構成 芯 集成材 入

最大16.5m ン 無柱空間 い 隣接

既存 ン ロッ ー棟 移動 学生 多い

ン ン 棟 約9.5m 片持 屋根 設け 雨天時 行

来 支 い計画 い

ン ン 脇 列柱 （LT材 仕 兼用型枠

木質 行う け く 型枠材 縮減 仕 工事

手間 省力 寄与 い

棟

イン通 近い ー 棟 ュー ン ー 意識 ボ

ュー 抑え イ く 樹状 構造 い

イ 抑え 分 方杖材 増や 構造 持 せ い

南 ー ンウ ー 見え 木々 借景 取 込

内部 樹状 木構造 調和 空間 い

イン 棟

体育館 用途 インコー 棟 約」」m 大 ン

実現 い 大 ンアーチ構造 部材断面 最小

議 必要 空間 確保 い
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設計･監理 基本設計：日本設計 隈研吾建築都市設計 務所

実施設計：前田建設工業株式会社一級建築士 務所

施工 前田建設工業株式会社東京建築支店
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所在地 東京都 鷹市
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敷地面積 659,864㎡

延床面積 6,011  ㎡

構造 W+R（造

階数 地 2階

自然換気 空調 連動させ イ 空調方式

インコー 体育館 ン ン等 気流 乱

敏感 競技 配慮 居 域 空気式床放射空調

方式 採用 い ッ 自然換気機能 取

込 採用 空調 連動 せ

イ ッ 空調方式 採用 い 気温

状況 応 ッ 開閉 空調 制御

中間期 け く通年 省 ネ
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設計担当者

基本設計 日本設計 隈研吾建築都市設計 務所

実施設計 前田建設工業株式会社

統括：綱川隆司／建築：永 航介 廣岡勇輝／構造： 田実 渡邉義隆 浦本弥樹

設備／馬塩英樹 鈴木 哉 齊藤俊樹

メインコート

プール

ラウン

講義室

外周部

ランニン トラッ

タ オ

イン 棟：大ス ンア チ構造

棟：樹状 ス構造

LVL折 構造

（LT仕 型枠

大 ンアーチ構造

木造構成

エントランス棟

メインコート棟

樹状 構造

プール棟

エン ンス棟：１V１折板構造 エン ンス棟：（１T 型枠

階 面 階 面

配棟計画：緑 ス ンの一角 位置

ン通
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自然換気

外気取込

日射

床放射空調

外周の緑地の様子

イン の イ 空調 ス

環境 応 各所の自然換気窓の開閉 行い省エネ 快適 空調環境

実現


